
【
研
究
ノ
ー
ト
】

バ
イ
ロ
ン
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト

１

　
　
　

A
 Research N

ote on Byron’s “H
ebrew

 M
elodies”

藤
井　

仁
奈

要
旨
：
本
稿
で
は
、
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』H

ebrew
 M

elodies

に
つ
い
て
、
以
下
の
順
を
追
っ
て
述
べ
る
。

　

第
一
に
、
音
楽
家
ネ
イ
サ
ン
に
よ
る
〈
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
〉
出
版
の
構
想
と
、
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
作
品
の
執
筆
、
そ
の
後
の
錯
綜
し
た
出
版
の
経
緯

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

第
二
に
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
が
、
出
版
当
時
、
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
持
つ
民
族
意
識
を
鼓
舞
す
る
機
能
を
担
っ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
、〈
民
族
の
う

た
〉（national m

elodies

）
の
系
譜
に
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
が
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

第
三
に
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』に
含
ま
れ
る
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
物
語
に
つ
い
て
時
代
順
に
ま
と
め
る
。
ま
た
、そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、バ
イ
ロ
ン
の〈
バ

イ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
〉
像
が
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
中
に
も
見
出
せ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

第
四
に
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
、
邦
訳
詩
集
で
の
扱
い
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
詳
細
に
分
析
し
、
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
バ
イ
ロ
ン Byron

　
　
　
　
　
　

ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た H

ebrew
 M

elodies

　
　
　
　
　
　

民
族
の
う
た national m

elodies

　
　
　
　
　
　

バ
イ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー Byronic H

eroes

　
　
　
　
　
　

邦
訳 translations in Japan
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ふ
じ
い　

に
い
な　

文
教
大
学
文
学
部
英
米
語
英
米
文
学
科
・
非
常
勤

講
師

1 �

本
稿
中
に
用
い
る
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』H

ebrew
 M

elodies 

に
収

録
さ
れ
て
い
る
作
品
名
の
日
本
語
訳
（
邦
題
）
は
、
筆
者
以
外
の
訳
者

の
手
に
よ
る
日
本
語
訳
（
邦
題
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、

す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』H

ebrew
 M

elodies 

は
、
一
八
一
五

年
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
音
楽
家
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ネ
イ
サ
ン
（Isaac 

N
athan, 1790-1864

）
に
よ
る
楽
譜
が
付
さ
れ
、
初
め
て
出

版
さ
れ
た
、
バ
イ
ロ
ン
（George Gordon Byron, 1788-

1824

）
に
よ
る
一
群
の
詩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
、

一
八
一
四
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
一
八
一
五
年
の
初
春
か
け
て
書
か

れ
た
。
バ
イ
ロ
ン
は
こ
の
時
期
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
執

筆
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。

２

　

『
貴
公
子
ハ
ロ
ル
ド
の
巡
礼
』Childe H

arold’s 
Pilgrim

age 

第
一
―
―
二
編
の
出
版
に
よ
り
、
時
の
寵
児
と

な
っ
た
バ
イ
ロ
ン
は
、
一
方
で
数
々
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
的
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
一
五
年
一
月
、
ア
ナ
ベ
ラ
・
ミ
ル

バ
ン
ク
（A

nne Isabella M
ilbanke, 1792-1860

）
と
婚
約
、

結
婚
。
敬
虔
な
彼
女
を
喜
ば
せ
、
表
敬
す
る
た
め
に
、
聖
書
に

関
す
る
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
執
筆
に
没
頭
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

３
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
清
書
原
稿
の
う
ち
、
出
版

元
の
マ
レ
ー
社
に
入
稿
す
る
た
め
の
も
の
は
、
ア
ナ
ベ
ラ
の
手

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
ネ
イ
サ
ン
は
と
言
う
と
、〈
民
族
の
う
た
〉（national 

m
elodies

）
の
流
行
に
の
っ
て
、
伝
統
的
で
か
つ
現
代
的
な
ユ

ダ
ヤ
音
楽
を
作
曲
し
、
野
心
的
に
も
一
獲
千
金
を
狙
っ
て
い

た
。
親
か
ら
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
聖
職
に
就
く
よ
う
期
待
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
音
楽
の
道
を
志
し
、
ロ
ン
ド
ン
音
楽
会
の
大
物
ド

メ
ニ
コ
・
コ
ッ
リ
（D

om
enico Corri, 1746-1825

）
の
下
に

弟
子
入
り
し
、
そ
こ
で
、
歌
手
の
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ハ
ム
（John 

Braham
, 1774-1856

）
と
知
り
合
っ
た
。
一
八
一
二
年
に
は

教
え
子
と
結
婚
し
て
い
る
。

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
執
筆
と
出
版
の
経
緯

　

一
八
一
三
年
に
は
す
で
に
、
ネ
イ
サ
ン
の
頭
に
は
、
ユ
ダ
ヤ

の
〈
民
族
の
う
た
〉
出
版
の
構
想
が
あ
り
、
彼
は
そ
の
構
想
を

実
現
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
音
楽
の
伝
統
に
則
り
つ

つ
、
新
た
な
知
見
を
拓
く
、
学
術
的
価
値
の
あ
る
出
版
物
で
あ

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（2）
-93-

2 �

東
中
稜
代「
バ
イ
ロ
ン
のH

ebrew
 M

elodies

に
お
け
る ‘am

bivalence’ 

に
つ
い
て
」、「
龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
二
十
二
集
、
龍

谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
編
、
一
九
八
三
年
、
一
一
四
頁
。

3 �Coleridge, Ernest H
artley, ed. T

he W
orks of Lord Byron, 

Poetry. V
ol.

Ⅲ. N
ew

 Y
ork: O

ctagon Books, 1966, 375.
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る
と
同
時
に
、
金
銭
的
な
目
標
を
も
達
成
す
る
よ
う
な
作
品
を

と
考
え
て
い
た
。
彼
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
音
楽
に
慣
れ
親

し
ん
だ
作
曲
家
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
ユ
ダ
ヤ
音
楽
の
真
髄
を

探
求
す
る
研
究
者
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
時
シ
ナ
ゴ
ー
グ

（
ユ
ダ
ヤ
教

の
会
堂

）
で
演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
、
西
洋
音
楽
に
大
い
に
影
響

を
受
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ネ
イ
サ
ン
が
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の

う
た
』
の
た
め
に
採
用
し
た
旋
律
は
、
マ
ソ
ラ
本
文
（

六
―
十
世
紀
に

か
け
て
マ
ソ
ラ

と
呼
ば
れ
る
学
者
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
ヘ
ブ
ラ

イ
語
旧
約
聖
書
で
、
注
解
・
注
釈
が
つ
い
て
い
る

）
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
伝
統
的
音

楽
の
も
の
と
、聖
書
の
内
容
で
は
な
い
歌
に
付
け
ら
れ
て
い
る
、

よ
り
自
由
度
の
高
い
も
の
の
両
方
で
あ
り
、
と
く
に
後
者
を
中

心
と
し
て
い
る
。

４
た
だ
し
、
当
時
歌
わ
れ
て
い
た
音
楽
は
、

各
地
の
ユ
ダ
ヤ
共
同
体
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
彼
の
採

用
し
た
「
伝
統
的
音
楽
」
が
真
髄
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は

難
し
い
。
と
に
か
く
、
結
果
と
し
て
、
当
時
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
耳

に
し
た
音
楽
を
中
心
に
、
同
時
に
自
分
の
作
曲
家
と
し
て
の
才

能
も
発
揮
し
て
、
比
較
的
自
由
に
、
ネ
イ
サ
ン
は
バ
イ
ロ
ン
の

書
い
た
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
詩
に
、
音
楽
を
付
け
た
の
で

あ
る
。

　

ネ
イ
サ
ン
は
、〈
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
〉
の
構
想
を
実
現
す
る

た
め
、手
始
め
に
、当
代
随
一
の
郷
土
詩
人
ス
コ
ッ
ト
（W

alter 
Scott, 1771-1832

）
に
詩
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
す
る

が
断
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
八
一
四
年
六
月
、
バ
イ
ロ
ン
に
作

詞
を
依
頼
す
る
丁
重
な
手
紙
を
し
た
た
め
る
が
、
こ
れ
も
断

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ネ
イ
サ
ン
は
諦
め
な
か
っ
た
。

バ
イ
ロ
ン
の
生
涯
の
友
人
ダ
グ
ラ
ス
・
キ
ナ
ー
ド
（D

ouglas 
K

innaird, 1788-1830

）
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
歌
手
の
ブ
ラ
ハ
ム
に

好
意
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
利
用
し
（
ま
た
ブ
ラ
ハ
ム
が
ネ
イ

サ
ン
と
バ
イ
ロ
ン
の
共
作
に
対
す
る
金
銭
的
な
興
味
を
持
っ
て

い
た
）、
キ
ナ
ー
ド
に
仲
介
を
依
頼
す
る
。
そ
し
て
一
八
一
四

年
九
月
一
五
日
、
こ
の
企
画
を
提
案
す
る
た
め
に
、
キ
ナ
ー
ド

は
バ
イ
ロ
ン
に
宛
て
て
手
紙
を
書
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
バ
イ
ロ
ン
に
対
し
て
歌
詞
を
依
頼
し
て
き
た
の

は
、ネ
イ
サ
ン
が
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
。
一
七
九
三
年
に『
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
選
集
』Select Collection of O

riginal 
Scottish A

irs 

を
出
版
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
（George 

T
hom

son, 1757-1851

）
は
、
一
八
一
二
年
七
月
、
バ
イ
ロ
ン

「文学部紀要」文教大学文学部　36-2号　2023年　藤井仁奈
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4 �Burw
ick, Frederick and D

ouglas, Paul eds. A
 Selection of 

H
ebrew

 M
elodies, A

ncient and M
odern, by Issac N

athan and 
Lord Byron. T

sucalosa: U
niversity of A

labam
a Press, 1988, 

11.
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に
作
詞
を
依
頼
し
た
が
、
断
ら
れ
た
。
こ
れ
が
ネ
イ
サ
ン
に
は

吉
と
出
た
。
そ
れ
ま
で
歌
詞
を
か
く
こ
と
に
興
味
が
な
か
っ
た

バ
イ
ロ
ン
だ
が
、
ト
ム
ソ
ン
の
依
頼
の
影
響
で
、
一
八
一
三
年

に
は
試
作
品
も
作
っ
た
よ
う
だ
。〈
民
族
の
う
た
〉
の
流
行
、

と
く
に
ム
ア
の
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
う
た
』Irish M

elodies 

を
、
バ
イ
ロ
ン
も
充
分
に
耳
に
し
て
い
た
。
結
局
、
ネ
イ
サ
ン

が
持
ち
か
け
た
題
材
が
、
バ
イ
ロ
ン
の
好
み
に
合
う
旧
約
聖
書

の
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
婚
約
者
ア
ナ
ベ
ラ

５
が
敬
虔

深
く
、
彼
女
の
気
を
引
く
の
に
も
好
都
合
な
題
材
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
バ
イ
ロ
ン
は
一
八
一
四
年
九
月
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う

た
』
を
書
く
こ
と
に
同
意
し
た
。
当
初
、
ネ
イ
サ
ン
は
、「
ひ

と
つ
か
ふ
た
つ
の
詩
」
を
依
頼
し
た
の
だ
が
、
一
年
以
内
に

二
十
九
も
の
数
の
詩
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

６

　

出
版
の
経
緯
は
錯
綜
し
て
い
る
。
当
初
、
ネ
イ
サ
ン
は
独
占

的
な
版
権
を
求
め
て
い
た
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
ず
、
そ
れ
ま
で

継
続
的
に
バ
イ
ロ
ン
の
詩
を
出
版
し
て
き
た
マ
レ
ー
社
と
の
出

版
競
争
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
1
参

照
）。

　

ネ
イ
サ
ン
は
、「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
」M

agdalen 

と
「
ベ
ル
シ
ャ
ツ
ァ
ル
へ
」T

o Belshazzar 

を
除
き
、

一
八
一
五
年
か
ら
二
九
年
の
間
に
、
自
身
で
音
楽
を
つ
け
て
、

様
々
な
歌
の
改
版
を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
、
版
を
重
ね
る
う

ち
に
、
旋
律
に
お
い
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
作
品
も
生

ま
れ
た
。
ネ
イ
サ
ン
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
楽
譜
つ
き
の『
ヘ

ブ
ラ
イ
の
う
た
』
は
、
マ
レ
ー
社
に
よ
る
バ
イ
ロ
ン
の
本
文

の
み
の
出
版
物
よ
り
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
多
く
売
れ
た
と
さ
れ

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（4）
-91-

5 �

一
説
に
拠
れ
ば
、
ア
ナ
ベ
ラ
は
、
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
（

十
六
世
紀
後
半
、
イ
タ
リ
ア
の
神

学
者
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
に
よ
っ
て
、

特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
を
中
心
に
推
進
さ
れ
た
教
会
改
革
運
動
。
三
位
一
体

と
キ
リ
ス
ト
の
神
性
の
教
義
の
否
定
、
戦
争
に
絶
対
反
対
，
無
抵
抗
主
義
を
と
る
。

） 

だ
っ
た 

（Cochran, 2011, 
2

）。
年
代
を
追
っ
て
考
え
る
と
、
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
の
影
響
下
に
、
ユ

ニ
テ
リ
ア
ン
（

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
で
、
正
統
派
の
三
位
一
体
論
に
反

対
し
神
の
単
一
性
を
主
張
、
イ
エ
ス
の
神
性
を
否
定
す
る

）
が
興
っ
た
の
で
あ
り
、

ソ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
派
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
原
型
と
言
え
よ
う
。
ユ
ダ
ヤ
教

の
考
え
方
か
ら
見
る
と
、ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
は
「
倫
理
的
一
神
教
の
集
団
」

で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
似
通
っ
て
い
て
、「
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
ま
で

は
申
し
分
な
い
」（
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
、
一
六
六
）。
つ
ま
り
、
ユ
ニ
テ

リ
ア
ン
と
ユ
ダ
ヤ
に
は
通
底
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
バ
イ
ロ
ン
と
ア
ナ
ベ
ラ
は
、
一
八
一
二
年
三
月
に
初
め
て
出
会
っ

て
以
来
、
一
八
一
四
年
九
月
の
婚
約
に
至
る
ま
で
、
文
通
相
手
と
し
て

交
流
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
旧
約
に
関
わ
る
こ
と
ば
が
含
ま
れ

て
い
る
手
紙
も
散
見
さ
れ
る
。

6 �A
shton, T

hom
as. B

yron’s H
ebrew

 M
elodies. London

: 
Routledge &

 K
egan Paul, 1972, 9-30.
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図 1　マレーおよびネイサンによる 『ヘブライのうた』 の初期版 5 点における収録作品
（Cochran （2009） と Ashton （1972） に基づく）

作品名
マレー版 ネイサン版 ネイサン版 マレー版

1815 1815 1815 1827-29 18314 月 11 月
1 美をまとい、その女は歩む

She Walks in Beauty ○ ○ × ○ ○

2 歌う大王が竪琴を奏でたのだ
The Harp the Monarch Minstrel Swept ○ ○ × ○ ○

3 あの天上の世界が
If That High World ○ ○ × ○ ○

4 野のかもしか
The Wild Gazelle ○ ○ × ○ ○

5 ああ、泣いてくれ
Oh! Weep for Those ○ ○ × ○ ○

6 ヨルダン川の岸辺では
On Jordan’s Banks ○ ○ × ○ ○

7 エフタの娘
Jephtha’s Daughter ○ ○ × ○ ○

8 ああ、花のさかりに死んだひとよ
Oh! Snatched Away in Beauty’s Bloom ○ ○ × ○ ○

9 我が心は暗い
My Soul Is Dark ○ ○ × ○ ○

10 わたしはおまえが泣くのを見たよ
I Saw Thee Weep ○ ○ × ○ ○

11 おまえは生涯を終え
Thy Days Are Done ○ ○ × ○ ○

12 いまがそのとき
It is the Hour ○ ○ × ○ ×

13 最後の戦いのまえの、サウルの歌
Song of Saul Before His Last Battle ○ × ○ ○ ○

14 サウル
Saul ○ × ○ ○ ○

15 「すべてはむなしい、と伝道者は言う」
‘All is Vanity, Saith the Preacher’ ○ × ○ ○ ○

16 この苦しむ肉体が冷えきるとき
When Coldness Wraps This Suffering Clay ○ × ○ ○ ○

17 ベルシャザルの幻視
Vision of Belshazzar ○ × ○ ○ ○

18 眠れぬ者の太陽よ
Sun of the Sleepless! ○ × ○ ○ ○

19 私の信仰が偽りなら
Were My Bosom As False As Thou Deem’st It To Be ○ × ○ ○ ○

20 マリアムネを悼むヘロデの歎き
Herod’s Lament for Mariamne ○ × ○ ○ ○

21 ティトゥスがエルサレムを破壊した日に
On the Day of the Destruction of Jerusalem by Titus ○ × ○ ○ ○

22 バビロンの水辺に座って
By the Rivers of Babylon We Sat Down and Wept ○ × ○ ○ ○

23 センナケリブの破滅
The Destruction of Semnacherib ○ × ○ ○ ○

24 ヨブ記より
From Job ○ × × ○ ○

25 [ 明るいといいな、おまえの魂の在処が ]
[Bright Be the Place of Thy Soul] × × × × ○

26 音楽のための詩（おまえの名前を）
Stanzas For Music （I Speak Not – I Trace Not – I Breathe Not） × × × ○ ○

27 流れのほとりで
In the Valley of Waters × × × ○ ×

28 〈恃み〉があることは幸せだ
They Say That Hope Is Happiness × × × ○ ×

29 ベルシャザルへ
To Belshazzar × × × × ○

30 フランシスカ
Francisca × × ○ ○ ×

31 マグダラのマリア
Magdalen × × × × ×
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て
い
る
。

７
ネ
イ
サ
ン
の
付
し
た
楽
譜
が
、
当
時
中
産
階
級
の

女
子
の
た
し
な
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
、
ピ
ア
ノ

に
よ
る
伴
奏
を
想
定
し
た
歌
と
い
う
形
態
を
採
っ
て
い
た
こ
と

も
重
要
だ
っ
た
。

８
当
時
の
習
慣
、
ユ
ダ
ヤ
の
民
族
音
楽
に
由

来
す
る
旋
律
、ブ
ラ
ハ
ム
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
の
紹
介
、

そ
し
て
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
聖
書
に
対
す
る
深
い
理
解
の
も
と
に

編
ま
れ
た
詩
が
合
わ
さ
っ
て
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
人
気

に
つ
な
が
っ
た
。

　

一
方
、
マ
レ
ー
社
側
も
、
バ
イ
ロ
ン
の
作
品
集
の
出
版
を
も

く
ろ
ん
で
い
た
。
ネ
イ
サ
ン
と
と
も
に
、
バ
イ
ロ
ン
が
マ
レ
ー

社
か
ら
離
れ
て
出
版
活
動
を
行
い
、
彼
の
作
品
を
世
に
出
す
こ

と
を
、
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
マ
レ
ー
は
な
ん
と
か
バ
イ

ロ
ン
の
作
品
を
こ
ち
ら
側
に
持
っ
て
こ
よ
う
と
画
策
し
、
結
果

的
に
、
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
本
文
の
み
を
出
版
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
バ
イ
ロ
ン
に
と
っ
て
、「『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
は
、
新

た
な
作
風
の
詩
を
書
く
機
会
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
バ
イ
ロ
ン
の
［
放
蕩
生
活
か
ら
の
］
改
心
の
一
部
を
担
い
、

そ
の
形
式
は
、［
物
語
詩
を
主
と
し
て
書
い
て
き
た
］
彼
の
経

歴
に
お
け
る
刷
新
に
あ
た
る
」
も
の
だ
っ
た
（M

ole, 107

）。

そ
し
て
、
マ
レ
ー
の
出
版
し
た
本
文
は
、
決
定
稿
と
し
て
理
解

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

９

　

様
々
に
思
惑
が
錯
綜
し
て
完
成
し
た
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

は
、
二
十
世
紀
中
葉
の
一
九
七
二
年
、
ト
マ
ス
・
ア
シ
ュ
ト
ン

（T
hom

as A
shton

）
に
よ
る
『
バ
イ
ロ
ン
の
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の

う
た
』』Byron’s H

ebrew
 M

elodies 

に
お
い
て
、
ほ
ぼ
〈
完

全
版
〉
が
編
ま
れ
た
。
こ
の
書
物
に
は
、
出
版
ま
で
の
経
緯
を

含
め
た
詳
細
な
解
説
と
と
も
に
、「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
」
を

除
く
、
全
三
十
の
詩
が
、
楽
譜
な
し
で
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（6）
-89-

7 �Ibid., 48. 

ア
シ
ュ
ト
ン
は
、
具
体
的
に
は
、
ネ
イ
サ
ン
に
よ
る
『
ヘ
ブ

ラ
イ
の
う
た
選
集
』A

 Selection of H
ebrew

 M
elodies  

が
、
一
万

部
（
当
時
の
金
額
で
五
千
ポ
ン
ド
以
上
）
を
売
り
上
げ
た
と
す
る
説
も

あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
マ
レ
ー
社
版
は
、
楽
譜
が
つ
い
て
い
な
い
状
態

で
の
出
版
だ
っ
た
が
、
六
千
部
（
当
時
の
金
額
で
八
三
六
・
五
ポ
ン
ド

の
利
益
）
の
売
り
上
げ
だ
っ
た
。

8 �Benis,T
oby R. “Byron’s H

ebrew
 M

elodies and the M
usical 

N
ation,” ed. Spector, Sheila A

. R
om

anticism
/ Judaica: A

 
Convergence of Culture. Surrey: A

shgate, 2011, 36.
9 �M

ole, T
om

. “T
he handling of H

ebrew
 M

elodies,” Byron: 
H

eritage and L
egacy. ed. Cheryl A

. W
ilson, N

ew
 Y

orl: 
Palgrave M

acm
illan, 2008, 111.
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〈
民
族
の
う
た
〉（national m

elodies

）
の
な
か
で

　

く
り
か
え
し
に
な
る
が
、バ
イ
ロ
ン
が
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

を
執
筆
し
た
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
の
各
地
域
で
は
、
地
域
の
独
自
性
を
表
現
す

る
固
有
の
こ
と
ば
で
書
か
れ
た
詩
に
、
曲
を
つ
け
た
作
品
が
、

数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
古
く
か
ら
の
こ
と
ば
や
旋
律
を
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
の
だ
。こ
れ
ら
は〈
民

族
の
う
た
〉（national m

elodies
）
と
呼
ば
れ
、
当
時
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
に
根
づ
く
民
族
の
文
化
継
承
と
い
う
意
味
で
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
構
築
の
一
部
を
担
っ
て
い
た
。

　

バ
イ
ロ
ン
は
、
家
系
に
縁
の
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
音
楽

に
、
自
分
の
詩
を
付
け
な
い
か
、
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン

に
よ
っ
て
依
頼
さ
れ
た
が
、
先
行
す
る
作
品
を
超
え
る
こ
と
は

難
し
い
と
判
断
し
、
こ
の
依
頼
を
断
っ
た
。
し
か
し
、
バ
イ
ロ

ン
は
旧
約
聖
書
の
歴
史
に
大
い
に
興
味
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
ネ
イ
サ
ン
の

企
画
に
、
バ
イ
ロ
ン
は
承
諾
し
た
の
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
は
、
他
の
〈
民
族
の

う
た
〉
と
は
異
な
る
性
質
を
含
有
す
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
関
係
す
る
〈
民
族
の
う
た
〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
土
地
固
有
の
言
語
を
用
い
て
編
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
英

帝
国
に
よ
る
同
化
・
吸
収
へ
の
反
発
か
ら
、
こ
れ
ら
の
〈
う

た
〉
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
は
、
言
語

と
政
治
的
反
発
心
と
い
う
点
が
、〈
民
族
の
う
た
〉
と
一
致
し

な
い
。 

 10

　

バ
イ
ロ
ン
が
英
語
で
書
い
た
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
詩
に

は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
ユ
ダ

ヤ
の
人
々
が
、
大
英
帝
国
に
同
化
さ
れ
る
反
発
を
、
こ
の
詩
か

ら
く
み
取
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

　

当
時
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
、
中
世
に
根
を
も
つ
反
ユ

ダ
ヤ
の
感
情
は
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
幻
想
と
と
も
に
、
十
九

世
紀
半
ば
に
な
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
知
識
人
に
も
見
ら
れ

た
。 

 11 

た
と
え
ば
、
バ
イ
ロ
ン
の
親
友
で
政
治
家
の
ホ
ブ
ハ
ウ

ス
（John Cam

 H
obhouse, 1786–1869

）
は
、
ユ
ダ
ヤ
人

「文学部紀要」文教大学文学部　36-2号　2023年　藤井仁奈

（7）
-88-

10 �Benis, 32.

11 �

度
会
好
一
『
ユ
ダ
ヤ
人
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
』
岩
波
書
店
、二
〇
〇
七
年
、

四
―
五
頁
。
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で
あ
る
ネ
イ
サ
ン
に
憎
悪
を
向
け
た
が
、
そ
れ
は
、「
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
上
流
社
会
に
属
す
る
人
々
の
典
型
的
な
例
」 

 12 

と
も

言
わ
れ
る
。
や
が
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
信
仰
の
広
が
り
と
と
も
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト

教
へ
の
改
宗
を
迫
り
つ
つ
、
同
時
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ

復
帰
を
目
指
す
千
年
王
国
論
が
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
、
改
宗
運
動
の
圧
力
下
に
お
い
て
、「
フ
レ
ン
ド

派
（
ク
エ
ー
カ
ー
派
）
や
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
は
、
一
八
世
紀
か

ら
一
貫
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
政
治
的
平
等
の
実
現
に
熱
心
な
応
援

団
で
あ
っ
た
。」 

 13 

同
時
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス

国
民
と
し
て
の
地
位
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
十
九
世
紀

の
「
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
者
は
少

な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
の
裏
面
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
信
仰
の
形
骸

化
、
世
俗
化
と
い
う
も
う
一
つ
の
事
実
が
張
り
つ
い
て
い
た
」。 

 14 

ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
よ
り

は
む
し
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
ほ
う
が
強

か
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
歌
手
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ハ

ム
は
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
制
作
を
支
え
て
は
い
た
も
の

の
、
子
ど
も
た
ち
を
英
国
国
教
徒
と
し
て
育
て
て
い
る
。
イ
ギ

リ
ス
と
い
う
国
家
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を
よ
り
生
き
や
す
く

さ
せ
る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
は
、
パ
レ
ス
チ

ナ
植
民
論
を
熱
く
議
論
し
て
い
た
。
特
有
の
民
族
で
あ
る
ユ
ダ

ヤ
人
は
、
完
全
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
同
化
で
き
な
い
異
質
な

集
団
で
あ
り
、
彼
ら
を
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
復
帰
さ
せ
よ
う
と
い
う

目
論
見
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 15 

　

こ
れ
ら
の
時
流
を
踏
ま
え
る
と
、
バ
イ
ロ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
に
対

す
る
曖
昧
な
態
度
は
、
至
極
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
世
間
並
み
の
反
ユ
ダ
ヤ
感
情
も
あ
り
つ
つ
、
国
家
を
持
た

な
い
彼
ら
に
対
す
る
同
情
も
あ
っ
た
。「
バ
イ
ロ
ン
の
ユ
ダ
ヤ

人
の
苦
境
に
対
す
る
同
情
と
は
、ギ
リ
シ
ア
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ア
ル
メ
ニ
ア
の
人
々
に
対
す
る
も
の
と
同
質
の
も
の
」 

 16 

と
考

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（8）
-87-

12 �Lloyd-Jones, R
alph. “B

yron and the Jew
s: T

he Jew
ish 

Byron?,” Byron’s R
eligions. ed. Peter Cochran, N

ew
castle 

upon T
yne: Cam

bridge Scholars Publishing, 2011, 233.

13 �

度
会
、
六
十
五
。

14 �

同
、
九
十
四
―
九
十
五
。

15 �
同
、
六
十
六
。

16 �Lloyd-Jones, 241.
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え
ら
れ
て
い
る
。
バ
イ
ロ
ン
が
パ
レ
ス
チ
ナ
植
民
を
支
持
し
て

い
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
復
帰
論
を
支
持
す

る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
抱
く
、
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
に

対
す
る
同
情
心
が
、
バ
イ
ロ
ン
に
も
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
バ
イ
ロ
ン
の
場
合
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
優
越
的
な

立
場
に
よ
る
嘲
り
の
念
は
多
少
な
り
と
も
あ
っ
た
に
し
ろ
、
そ

れ
が
民
族
主
義
に
お
け
る
差
別
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
に
は
ま
っ

た
く
至
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
周
囲
の
友
人
た
ち
の
反
ユ
ダ
ヤ

的
な
態
度
を
考
慮
す
る
と
、
彼
の
ネ
イ
サ
ン
ら
に
対
す
る
態
度

は
、
ず
っ
と
柔
軟
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
バ
イ
ロ
ン
が
書
い
た
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の

詩
は
、
結
局
、
厳
密
な
ユ
ダ
ヤ
思
想
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な

い
。
バ
イ
ロ
ン
に
と
っ
て
、〈
ヘ
ブ
ラ
イ
〉
と
い
う
こ
と
ば
は
、

神
学
上
も
し
く
は
教
義
上
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
芸
術
的
協
同
作

業
と
い
う
考
え
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
個
の
人
格
を
消
す
と
い
う

意
図
が
あ
っ
た
。 

 17 

つ
ま
り
、〈
ヘ
ブ
ラ
イ
〉
と
い
う
こ
と
ば

に
は
、〈
う
た
〉を
う
た
う
人
間
を
不
特
定
化
す
る
働
き
が
あ
る
。

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
伝
説
や
物
語
に
取
材

し
、
ユ
ダ
ヤ
音
楽
を
も
と
に
し
て
作
曲
さ
れ
た
旋
律
が
付
さ
れ

た
こ
と
を
、
ム
ア
は
「
バ
イ
ロ
ン
の
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ

た
そ
う
だ
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
、〈
自
我
の
詩
人
〉
と
い
う

自
己
主
張
の
強
い
バ
イ
ロ
ン
作
品
の
な
か
で
も
異
色
の
作
品
で

あ
る
と
言
え
る
。

　

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
が
出
版
さ
れ
た
当
初
、
十
二
の
評
論

誌
に
批
評
が
掲
載
さ
れ
、
批
判
的
な
も
の
が
大
勢
を
占
め
た
。

す
べ
て
の
評
論
が
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
宗
教
詩
を
問
題
に
し
、
批

判
の
大
半
は
、
真
に
宗
教
詩
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
少
な
い
こ

と
を
問
題
と
し
て
い
た
。 

 18 

た
し
か
に
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
す
べ
て
が
、
ユ
ダ
ヤ
の
文
化
・
思
想

を
踏
襲
す
る
も
の
で
は
な
い
。
批
判
的
な
批
評
は
、
バ
イ
ロ
ン

が
宗
教
詩
を
書
く
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
だ
が
、
バ
イ
ロ
ン
の
宗
教
上
の
懐
疑
主
義
的
な
面
を
指
摘

さ
れ
た
に
し
ろ
、
逆
に
ユ
ダ
ヤ
文
化
の
因
習
的
な
表
現
を
指
摘

さ
れ
た
に
し
ろ
、
明
ら
か
に
ユ
ダ
ヤ
に
由
来
す
る
題
材
と
考
え

「文学部紀要」文教大学文学部　36-2号　2023年　藤井仁奈
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ebrew

 M
elodies”.” 

Studies in R
om

anticism
, vol.27, no.4, T
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ら
れ
る
も
の
を
バ
イ
ロ
ン
が
描
い
た
と
い
う
事
実
に
、
大
方
の

ユ
ダ
ヤ
人
は
誇
り
を
持
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の

う
た
』
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
翻
訳
さ
れ

て
き
た
作
品
で
あ
る
。 

 19 

や
が
て
、
ネ
イ
サ
ン
を
含
め
、『
ヘ

ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、

こ
の
書
物
を
通
じ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
強
固
な
も
の
と
し
、
バ
イ
ロ
ン
の
作
品
の
な
か
に
自
分

た
ち
の
文
化
や
思
想
の
反
映
を
見
出
し
て
い
っ
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、〈
民
族
の
う
た
〉
の
潮
流
に
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品

群
が
、
バ
イ
ロ
ン
の
曖
昧
な
態
度
に
基
づ
く
も
の
と
す
れ
ば
、

そ
れ
を
〈
民
族
の
う
た
〉
の
範
疇
に
、
ま
っ
た
く
収
め
て
し
ま

う
こ
と
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
、
ユ
ダ
ヤ
の
〈
離
散
〉
を
主
題

に
据
え
た
も
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
限
ら
ず
、
人
間
が
故
郷
を
離

れ
て
安
住
の
地
を
失
っ
て
い
る
状
況
に
お
け
る
、
根
源
的
な
心

情
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、〈
民
族
の
う
た
〉
の
く
く
り
を

超
え
た
本
作
品
の
普
遍
性
が
あ
る
。

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
物
語
と
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

　

こ
こ
で
は
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
登
場
す
る
古
代
イ
ス

ラ
エ
ル
の
人
々
と
歴
史
に
つ
い
て
、
旧
約
聖
書
の
内
容
を
も
と

に
ま
と
め
る
。

　

旧
約
聖
書
の
物
語
の
う
ち
、
バ
イ
ロ
ン
が
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う

た
』
の
作
品
の
た
め
に
取
材
し
た
物
語
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
で

は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

の
作
品
の
う
ち
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
や
聖
書
の
物
語
と

関
連
明
ら
か
な
関
連
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
図
２
に
示
し
た

十
五
作
品
（「
お
ま
え
は
生
涯
を
終
え
」
を
含
め
る
（
小
川
、

一
九
七
五
））
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
、
語
り
手
に
離
散
の
ユ
ダ

ヤ
人
を
据
え
る
作
品
（「
野
の
か
も
し
か
」、「
あ
あ
、
泣
い
て

く
れ
」、「
私
の
信
仰
が
偽
り
な
ら
」、「
バ
ビ
ロ
ン
の
水
辺
に
座
っ

て
」、「
流
れ
の
ほ
と
り
で
」）
を
含
め
る
と
、
全
部
で
二
十
作

品
と
な
る
。

　

①
エ
フ
タ
の
娘

　

ま
ず
、
士
師
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
奴
隷
の
身

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（10）
-85-

19 �Spector, Sheila A
. Byron and the Jew

s. D
etroit: W

ayne State 
U

niversity Press, 2010, 6-7.
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（11）
-84-

イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ

そ
の
他
の
周
辺
地
域

12
00
-1
00
0頃

士
師
の
時
代

エ
フ
タ

「
エ
フ
タ
の
娘
」

10
30

王
国
の
創
設
。
サ
ウ
ル
王
即
位
。

サ
ム
エ
ル
、
サ
ウ
ル

「
我
が
心
は
暗
い
」
「
サ
ウ
ル
」
「
最
後
の
戦
い
の
ま
え
の
、
サ
ウ
ル
の
歌
」

10
04
頃

ダ
ビ
デ
王
即
位
。

ダ
ビ
デ

「
歌
う
大
王
が
竪
琴
を
奏
で
た
の
だ
」
、
「
お
ま
え
は
生
涯
を
終
え
」

ダ
ビ
デ
王
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
首
都
に
定
め
る
。

97
1頃

ソ
ロ
モ
ン
王
即
位
。

ソ
ロ
モ
ン

「
す
べ
て
は
む
な
し
い
、
と
伝
道
者
は
言
う
」

95
0頃

ソ
ロ
モ
ン
王
の
神
殿
建
築
。

93
0頃

北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
と
南
王
国
ユ
ダ
に
分
裂
。

85
0頃

北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
で
、
預
言
者
エ
リ
ヤ
が
活
躍
す
る
。

「
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
岸
辺
で
は
」

72
2

ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
に
敗
れ
、
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
滅
亡
。

70
0頃

南
王
国
ユ
ダ
の
ヒ
ゼ
キ
ヤ
、
征
服
者
ア
ッ
シ
リ
ア
王
セ
ン
ナ
ケ
リ
ブ
に
手
を
引
く
よ
う
願
う
。

セ
ン
ナ
ケ
リ
ブ

「
セ
ン
ナ
ケ
リ
ブ
の
破
滅
」

62
5

新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
建
国
。

61
2

新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
に
よ
り
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
滅
亡
。

59
7

新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
に
よ
る
エ
ル
サ
レ
ム
包
囲
（
第
1次

バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
）
。

58
7

新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
に
よ
り
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
強
制
移
住
（
第
2次

バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
）
。

58
6

南
王
国
ユ
ダ
滅
亡
。

55
0頃

メ
デ
ィ
ア
王
国
滅
亡
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
建
国
。

54
0頃

捕
囚
民
の
ひ
と
り
ダ
ニ
エ
ル
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
活
躍
。

ダ
ニ
エ
ル
、
ベ
ル
シ
ャ
ザ
ル
「
ベ
ル
シ
ャ
ザ
ル
の
幻
視
」
「
ベ
ル
シ
ャ
ザ
ル
へ
」

53
9

捕
囚
民
の
帰
還
。

新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
に
敗
れ
滅
亡
。

51
5

エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
の
再
建
（
第
二
神
殿
）
。

40
0頃

富
豪
ヨ
ブ
が
神
に
試
さ
れ
る
。

ヨ
ブ
、
エ
リ
フ
ァ
ズ

「
ヨ
ブ
記
よ
り
」

31
2

セ
レ
ウ
コ
ス
朝
シ
リ
ア
成
立
。

20
0頃

ユ
ダ
ヤ
が
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
シ
リ
ア
の
支
配
下
に
入
る
。

16
7

シ
リ
ア
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
略
奪
、
ユ
ダ
ヤ
教
を
弾
圧
。

16
4

シ
リ
ア
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
を
奪
還
、
神
殿
を
清
め
る
。

14
2

ハ
ス
モ
ン
朝
が
成
立
、
ユ
ダ
ヤ
独
立
。

63
ロ
ー
マ
が
エ
ル
サ
レ
ム
占
領
。
ユ
ダ
ヤ
は
ロ
ー
マ
の
属
州
シ
リ
ア
に
併
合
さ
れ
る
。
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
シ
リ
ア
滅
亡
、
シ
リ
ア
は
ロ
ー
マ
の
属
州
と
な
る
。

48
ヘ
ロ
デ
、
ガ
リ
ラ
ヤ
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。

ヘ
ロ
デ

40
ヘ
ロ
デ
、
ユ
ダ
ヤ
王
に
任
命
さ
れ
る
。

ヘ
ロ
デ

37
ヘ
ロ
デ
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
征
服
。

ヘ
ロ
デ

30
頃

ヘ
ロ
デ
、
マ
リ
ア
ム
ネ
を
妻
と
す
る
が
、
そ
の
後
処
刑
。

ヘ
ロ
デ

「
マ
リ
ア
ム
ネ
を
悼
む
ヘ
ロ
デ
の
歎
き
」

20
ヘ
ロ
デ
、
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
を
改
修
。

ヘ
ロ
デ

6頃
イ
エ
ス
誕
生
。

ヘ
ロ
デ

4
ヘ
ロ
デ
、
死
去
。

ヘ
ロ
デ

6
ユ
ダ
ヤ
、
ロ
ー
マ
の
属
州
と
な
る
。

30
イ
エ
ス
刑
死
。

イ
エ
ス

「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
」

66
ロ
ー
マ
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
反
乱
（
第
1次

ユ
ダ
ヤ
戦
争
）
。

70
ロ
ー
マ
皇
帝
テ
ィ
ト
ゥ
ス
に
よ
る
エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
（
第
1次

ユ
ダ
ヤ
戦
争
終
結
）
。
エ
ル
サ
レ
ム
第
二
神
殿
焼
失
。

「
テ
ィ
ト
ゥ
ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
破
壊
し
た
日
に
」

13
2

ロ
ー
マ
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
反
乱
（
第
2次

ユ
ダ
ヤ
戦
争
）
。

13
5

エ
ル
サ
レ
ム
陥
落
（
第
2次

ユ
ダ
ヤ
戦
争
終
結
）
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
追
放
さ
れ
る
。
バ
ビ
ロ
ニ
ア
へ
の
移
民
多
数
。

「
私
の
信
仰
が
偽
り
な
ら
」

で
き
ご
と

図
2　

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
か
か
わ
る
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
と
聖
書
の
関
連
年
表

紀 元 前 紀 元 後

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
関
連
登
場
人
物

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
よ
る
関
連
作
品

西
暦
年

「
野
の
か
も
し
か
」
「
あ
あ
、
泣
い
て
く
れ
」
「
バ
ビ
ロ
ン
の
水
辺
に

座
っ
て
」
「
流
れ
の
ほ
と
り
で
」

図
2　

『
ヘ

ブ
ラ

イ
の

う
た

』
に

か
か

わ
る

、
古

代
イ

ス
ラ

エ
ル

と
聖

書
の

関
連

年
表
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分
に
置
か
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
（
ヘ
ブ
ラ
イ
）
人
た
ち
は
、

指
導
者
モ
ー
セ
と
と
も
に
、
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
た
。
彼
ら
は

や
が
て
カ
ナ
ン
に
定
住
す
る
。
カ
ナ
ン
に
は
、
様
々
な
諸
民
族

が
定
住
し
、
都
市
国
家
を
築
い
て
い
た
。
人
々
は
バ
ー
ル
神
な

ど
、
現
世
に
お
い
て
利
益
を
も
た
ら
す
豊
穣
の
神
々
を
崇
拝
し

て
い
た
。イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
生
活
に
も
、そ
の
影
響
は
大
き
か
っ

た
。
神
は
、
そ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
に
対
し
て
外
敵

を
送
り
、
侵
略
さ
せ
る
。
苦
境
に
陥
っ
た
人
々
は
、
悔
い
改
め

て
神
に
助
け
を
求
め
、
士
師
を
遣
わ
し
た
の
だ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
士
師
と
は
、
英
雄
的
な
政
治
的
指
導
者
の
こ
と
を

指
す
。
も
と
は
神
に
選
ば
れ
た
裁
判
官
の
役
割
を
担
っ
て
い
た

が
、
同
時
に
軍
事
的
に
も
活
躍
し
、
外
敵
の
侵
略
に
立
ち
向
か

う
の
に
、
重
要
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル

諸
部
族
が
国
家
と
し
て
統
一
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
出
現
し
た
、

合
計
十
二
名
の
指
導
者
た
ち
を
士
師
と
呼
ぶ
。
エ
フ
タ
は
そ
の

一
人
だ
っ
た
。

　

エ
フ
タ
は
、
ア
ン
モ
ン
人
と
の
戦
い
で
の
勝
利
を
願
い
、
も

し
勝
利
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
家
に
帰
っ
た
と
き
に
、
最

初
に
扉
か
ら
出
て
来
た
も
の
を
、
神
に
捧
げ
る
と
、
神
に
誓
約

を
立
て
た
。
そ
の
結
果
、
戦
い
で
は
勝
利
し
た
。
そ
の
後
、
帰

宅
す
る
と
、
最
初
に
迎
え
に
出
て
来
た
の
は
、
大
切
な
娘
だ
っ

た
。
後
悔
し
つ
つ
も
エ
フ
タ
は
誓
約
を
守
り
、
供
犠
と
し
て
娘

を
神
に
捧
げ
た
。

　

②
サ
ム
エ
ル
、
サ
ウ
ル
、
ダ
ビ
デ

　

預
言
者
で
も
あ
る
士
師
サ
ム
エ
ル
は
、
神
の
啓
示
を
受
け
、

イ
ス
ラ
エ
ル
全
土
で
活
躍
し
た
。
強
敵
ペ
リ
シ
テ
人
と
の
戦
乱

も
、
サ
ム
エ
ル
の
祈
り
に
よ
っ
て
、
ひ
と
と
き
平
和
が
訪
れ
た
。

　

サ
ム
エ
ル
が
年
老
い
る
と
、
自
分
の
息
子
た
ち
を
士
師
と
し

た
が
、
息
子
た
ち
は
邪よ

こ
し
まだ

っ
た
の
で
、
不
満
を
抱
い
た
イ
ス
ラ

エ
ル
の
長
老
た
ち
は
、
サ
ム
エ
ル
の
も
と
に
来
て
、
他
の
国
々

と
同
じ
よ
う
に
、
王
を
立
て
る
よ
う
要
求
し
た
。
士
師
を
指
導

者
と
す
る
部
族
連
合
的
な
社
会
で
は
な
く
、
王
の
い
る
統
一
国

家
を
願
っ
た
の
だ
。
結
局
、
神
が
サ
ム
エ
ル
に
、
人
々
の
声
に

応
じ
て
王
を
立
て
る
よ
う
に
告
げ
た
た
め
、
サ
ム
エ
ル
は
王
に

な
る
人
物
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

サ
ム
エ
ル
は
、
神
の
啓
示
に
よ
っ
て
、
王
と
な
る
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
族
出
身
の
若
者
が
、
ラ
マ
と
い
う
町
に
来
る
と
知
り
、
ラ
マ

で
彼
を
見
つ
け
る
と
、
食
事
に
誘
っ
た
。
一
方
、
若
者
は
、
家

の
迷
子
に
な
っ
た
ロ
バ
を
探
し
に
出
か
け
た
も
の
の
、
見
つ
か
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ら
な
か
っ
た
の
で
、
預
言
者
が
い
る
と
い
う
ラ
マ
の
町
に
や
っ

て
き
て
、ロ
バ
の
行
方
を
神
に
聞
い
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

ラ
マ
に
着
く
と
、若
者
は
預
言
者
サ
ム
エ
ル
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、

食
事
に
誘
わ
れ
た
、
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
若
者
の
名
を
、
サ

ウ
ル
と
言
っ
た
。

　

サ
ム
エ
ル
は
、サ
ウ
ル
の
頭
に
油
を
注
い
で
聖
別
し
た
。「
油

を
注
ぐ
」
と
い
う
行
為
は
、
神
が
そ
の
人
を
王
に
任
命
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
の
後
、
人
々
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
た
サ
ム
エ

ル
は
、
人
々
と
と
も
に
、
サ
ウ
ル
を
王
と
し
て
選
ん
だ
。
サ
ウ

ル
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
最
初
の
王
と
な
っ
た
。

　

サ
ウ
ル
は
、
息
子
ヨ
ナ
タ
ン
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
兵

士
た
ち
を
率
い
て
、
周
辺
の
民
族
と
の
戦
い
に
の
ぞ
み
、
次
々

と
勝
利
を
収
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ア
マ
レ
ク
人
と
の
戦
い

の
最
中
、
サ
ウ
ル
が
「
ア
マ
レ
ク
人
と
そ
の
所
有
物
を
す
べ
て

滅
ぼ
せ
」
と
い
う
神
の
こ
と
ば
に
背
い
た
た
め
、
サ
ム
エ
ル
は

神
が
サ
ウ
ル
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
告
げ
、
彼
も
サ
ウ
ル
の
も
と

を
去
っ
た
。

　

サ
ム
エ
ル
は
再
び
、
王
に
ふ
さ
わ
し
い
別
の
人
物
を
探
し
に

出
た
と
こ
ろ
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
羊
の
番
を
し
て
い
た
美
し
い
少

年
を
見
つ
け
た
。
神
が
そ
の
少
年
を
聖
別
す
る
よ
う
に
求
め
た

た
め
、
サ
ム
エ
ル
は
彼
に
油
を
注
い
だ
。
少
年
の
名
を
、
ダ
ビ

デ
と
言
っ
た
。

　

そ
の
後
、
神
は
サ
ウ
ル
か
ら
離
れ
、
ダ
ビ
デ
に
降
り
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
サ
ウ
ル
は
悪
霊
に
苛
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
状
態
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

サ
ウ
ル
の
家
臣
た
ち
は
、サ
ウ
ル
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
よ
う
と
、

竪
琴
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
を
進
言
、
名
演
奏
家
と
し
て
連
れ
て

来
ら
れ
た
の
は
、
他
で
も
な
い
、
ダ
ビ
デ
だ
っ
た
。
ダ
ビ
デ
は

サ
ウ
ル
に
仕
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
サ
ウ
ル
率
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
ペ
リ
シ
テ
人
と

の
戦
い
の
中
で
、
ダ
ビ
デ
は
敵
の
勇
者
で
巨
人
の
ゴ
リ
ア
ト
と

一
騎
打
ち
に
の
ぞ
み
、
見
事
に
ゴ
リ
ア
ト
を
打
ち
負
か
す
。
そ

し
て
、ペ
リ
シ
テ
人
は
潰
走
。
ゴ
リ
ア
ト
に
勝
利
し
た
こ
と
で
、

ダ
ビ
デ
の
名
前
も
有
名
に
な
っ
た
。
人
々
の
人
気
が
ダ
ビ
デ
に

集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
サ
ウ
ル
は
彼
に
嫉
妬
し
、
敵
意
を
抱

く
よ
う
に
な
る
。
ダ
ビ
デ
は
身
の
危
険
を
感
じ
、
友
情
で
結
ば

れ
た
、
サ
ウ
ル
の
息
子
ヨ
ナ
タ
ン
の
手
を
借
り
、
脱
出
に
成
功

す
る
。
ダ
ビ
デ
は
そ
の
後
、
各
地
を
放
浪
し
、
ヨ
ナ
タ
ン
は
父

親
と
友
人
と
の
間
で
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、サ
ウ
ル
は
霊
媒
師
の
も
と
を
訪
れ
、す
で
に
亡
く
な
っ
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た
サ
ム
エ
ル
の
霊
を
呼
び
出
し
、
ペ
リ
シ
テ
人
と
ど
う
戦
え
ば

い
い
の
か
を
尋
ね
る
が
、
サ
ム
エ
ル
は
サ
ウ
ル
の
敗
北
を
告
げ

た
の
だ
っ
た
。

　

ペ
リ
シ
テ
人
と
の
戦
い
で
、
ヨ
ナ
タ
ン
を
含
む
サ
ウ
ル
の
息

子
た
ち
は
、
ギ
ル
ボ
ア
山
で
殺
害
さ
れ
、
サ
ウ
ル
も
追
い
詰
め

ら
れ
て
自
殺
し
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
ダ
ビ
デ
は
、
彼
ら

の
死
を
悼
み
、
喪
に
服
し
た
。

　

③
ソ
ロ
モ
ン

　

王
と
な
っ
た
ダ
ビ
デ
は
、
国
を
統
一
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ン

モ
ン
人
と
の
戦
い
の
最
中
、
ダ
ビ
デ
が
王
宮
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
時
、
彼
は
美
し
い
女
性
バ
ト
・
シ
ェ
バ
を
見
初
め
、
彼
女
が

部
下
の
妻
で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
寝
床
を
と
も
に
し
て
し
ま

う
。
彼
女
の
妊
娠
が
分
か
る
と
、
ダ
ビ
デ
は
バ
ト
・
シ
ェ
バ
の

夫
を
戦
争
の
最
前
線
に
送
り
込
み
、
彼
を
戦
死
さ
せ
た
。
そ
し

て
彼
女
を
王
宮
に
引
き
取
っ
て
妻
と
し
、
子
を
出
産
さ
せ
た
。

し
か
し
、
神
が
ダ
ビ
デ
の
殺
人
と
姦
淫
の
罪
を
咎
め
、
生
ま
れ

た
子
ど
も
は
七
日
目
に
病
気
に
か
か
り
、
亡
く
な
っ
た
。
や
が

て
バ
ト
・
シ
ェ
バ
は
再
び
身
ご
も
り
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
子
は
、
ソ
ロ
モ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

や
が
て
ソ
ロ
モ
ン
は
油
を
注
が
れ
て
王
と
な
り
、
神
の
ご
加

護
に
よ
り
、
知
恵
と
富
と
栄
光
を
手
に
し
た
。

　

④
預
言
者
エ
リ
ヤ
と
バ
ー
ル
神
信
者
た
ち

　

各
地
で
反
乱
が
起
き
、
王
国
が
揺
ら
ぎ
始
め
る
中
、
ソ
ロ
モ

ン
王
が
亡
く
な
る
と
、
統
一
王
国
は
、
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
と

南
王
国
ユ
ダ
に
分
裂
す
る
。
両
国
は
常
に
政
情
が
安
定
せ
ず
、

動
乱
の
時
代
に
突
入
す
る
。

　

預
言
者
エ
リ
ヤ
が
活
躍
し
た
の
は
、
北
王
国
の
王
が
ア
ハ
ブ

だ
っ
た
頃
の
こ
と
。
ア
ハ
ブ
の
妻
イ
ゼ
ベ
ル
は
フ
ェ
ニ
キ
ア
の

王
女
で
、
バ
ー
ル
神
の
信
者
だ
っ
た
。
ア
ハ
ブ
は
彼
女
の
影
響

で
、
バ
ー
ル
神
を
祀
る
神
殿
を
建
て
、
祭
壇
を
築
き
、
彼
自
身

も
ま
た
バ
ー
ル
神
を
信
仰
し
た
。
イ
ゼ
ベ
ル
は
ま
た
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
預
言
者
た
ち
を
弾
圧
し
た
。
北
王
国
で
は
三
年
間
旱
魃

が
続
き
、
都
は
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

エ
リ
ヤ
は
ア
ハ
ブ
の
い
る
王
宮
に
出
向
き
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

す
べ
て
の
民
と
、
バ
ー
ル
の
預
言
者
四
五
〇
人
、
別
の
異
教
の

神
の
預
言
者
四
〇
〇
人
を
、
カ
ル
メ
ル
山
に
集
め
る
よ
う
、
ア

ハ
ブ
王
に
求
め
た
。
カ
ル
メ
ル
山
に
異
教
の
預
言
者
た
ち
が
集

ま
る
と
、
祈
り
で
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
雄
牛
を
割
い
て
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神
へ
の
捧
げ
も
の
と
し
、
薪
の
上
に
の
せ
て
、
神
へ
の
祈
り
で

点
火
さ
せ
て
燃
え
上
が
ら
せ
よ
う
と
い
う
対
決
で
あ
る
。
バ
ー

ル
の
預
言
者
た
ち
が
バ
ー
ル
神
へ
呼
び
か
け
、祈
り
続
け
た
が
、

甲
斐
な
か
っ
た
。
エ
リ
ヤ
が
雄
牛
を
神
へ
の
祭
壇
に
置
き
、
祈

る
と
、
天
か
ら
火
が
降
り
注
ぎ
、
雄
牛
が
焼
か
れ
た
。
民
は
ひ

れ
伏
し
、
ユ
ダ
ヤ
の
神
を
あ
が
め
た
。
や
が
て
大
雨
が
降
り
、

旱
魃
は
終
わ
っ
た
。

　

か
つ
て
モ
ー
セ
は
、
紀
元
前
一
三
〇
〇
年
頃
、
エ
ジ
プ
ト
を

脱
出
し
た
後
、
シ
ナ
イ
山
で
、
神
か
ら
十
戒
を
授
か
っ
た
が
、

そ
の
時
も
、
神
は
雷
鳴
を
と
ど
ろ
か
せ
、
閃
光
を
走
ら
せ
、
顕

現
し
た
の
だ
っ
た
。

　

⑤
南
王
国
の
ヒ
ゼ
キ
ヤ
と
大
国
ア
ッ
シ
リ
ア
の
セ
ン
ナ
ケ
リ
ブ

　

紀
元
前
七
二
二
年
、
北
王
国
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
強
大
な
ア
ッ

シ
リ
ア
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。
一
方
、
南
王
国
ユ
ダ
も
、
そ

の
攻
勢
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

　

預
言
者
イ
ザ
ヤ
の
活
躍
し
た
頃
、
ア
ッ
シ
リ
ア
を
前
に
、
南

王
国
も
そ
の
影
響
下
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
王
ア
ハ
ズ

は
イ
ザ
ヤ
の
忠
告
を
無
視
し
、
ア
ッ
シ
リ
ア
と
臣
従
関
係
を
結

ん
だ
。
し
か
し
、
ア
ハ
ズ
の
子
ヒ
ゼ
キ
ヤ
が
王
位
を
継
承
す
る

と
、
ア
ッ
シ
リ
ア
王
セ
ン
ナ
ケ
リ
ブ
は
、
南
王
国
へ
侵
攻
し
た
。

ヒ
ゼ
キ
ヤ
は
、
神
を
深
く
信
仰
し
て
い
た
の
で
、
神
に
祈
り
、

ま
た
イ
ザ
ヤ
に
も
助
言
と
祈
り
を
求
め
た
。
す
る
と
、
神
の
使

い
（
天
使
）
が
現
れ
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
大
軍
を
壊
滅
さ
せ
た
。

セ
ン
ナ
ケ
リ
ブ
は
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
後
、
自
国
の

都
に
戻
る
も
、
息
子
た
ち
の
反
乱
に
遭
い
、
殺
害
さ
れ
た
。

　

⑥
ベ
ル
シ
ャ
ザ
ル
と
ダ
ニ
エ
ル

　

預
言
者
ダ
ニ
エ
ル
は
、
紀
元
前
六
〇
〇
年
頃
、
新
バ
ビ
ロ
ニ

ア
王
国
と
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
で
活
躍
し
た
。
ま
ず
は
、

ダ
ニ
エ
ル
が
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
活
躍
す
る
ま
で
の
、
南
王
国
ユ

ダ
の
滅
亡
か
ら
、
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。

　

紀
元
前
六
〇
五
年
以
降
、
南
王
国
ユ
ダ
は
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア

に
臣
従
し
て
い
た
。
し
か
し
、エ
ジ
プ
ト
の
影
響
力
を
増
す
と
、

エ
ジ
プ
ト
へ
接
近
し
た
。
そ
の
接
近
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
新

バ
ビ
ロ
ニ
ア
は
、
紀
元
前
五
九
七
年
、
南
王
国
へ
と
侵
攻
、
エ

ル
サ
レ
ム
を
包
囲
し
、
占
領
し
た
。
町
を
破
壊
し
な
か
っ
た
も

の
の
、
お
よ
そ
一
万
人
を
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
都
バ
ビ
ロ
ン
へ
と

強
制
連
行
し
た
（
第
一
次
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
）。

　

そ
の
後
、
南
王
国
は
再
び
、
エ
ジ
プ
ト
と
結
託
し
て
新
バ
ビ
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ロ
ニ
ア
へ
の
攻
撃
を
画
策
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
企
て
が
新

バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
再
度
新
バ
ビ
ロ
ニ

ア
が
侵
攻
、
エ
ル
サ
レ
ム
は
二
年
間
の
戦
乱
の
後
、
紀
元
前

五
八
六
年
、
つ
い
に
陥
落
し
た
。
こ
の
時
、
町
全
体
は
破
壊
さ

れ
、
神
殿
に
も
火
が
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
人
々
が

バ
ビ
ロ
ン
へ
と
連
行
さ
れ
た
（
第
二
次
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
）。
エ

ル
サ
レ
ム
は
も
ぬ
け
の
殻
と
な
っ
た
。

　

バ
ビ
ロ
ン
へ
連
れ
去
ら
れ
た
人
々
は
、
比
較
的
自
由
で
恵
ま

れ
た
生
活
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
南
王
国

ユ
ダ
の
人
々
は
、
信
仰
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
深
め
、「
ユ

ダ
ヤ
人
」
と
し
て
自
己
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
そ
の
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
の
際
、
バ
ビ
ロ
ン
へ
連
れ
て
来

ら
れ
た
人
々
の
中
か
ら
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
高
官
と
し
て
仕
え

る
よ
う
、
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
二
世
に
よ
っ
て
、
優
秀
な
若
者
が

選
ば
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
が
、
ダ
ニ
エ
ル
だ
っ
た
。
ダ

ニ
エ
ル
は
、
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
二
世
か
ら
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
最

後
の
王
ベ
ル
シ
ャ
ザ
ル
の
治
世
ま
で
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
活
躍

し
、
そ
の
後
ペ
ル
シ
ア
へ
と
活
動
拠
点
を
移
す
。

　

ベ
ル
シ
ャ
ザ
ル
王
は
堕
落
し
た
王
だ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
千

人
を
招
い
た
酒
宴
の
席
で
、
彼
の
没
落
と
い
う
運
命
を
示
す
文

字
が
壁
に
現
れ
た
。
こ
の
文
字
の
意
味
を
、
ダ
ニ
エ
ル
が
読
み

取
り
、
王
が
死
ぬ
運
命
を
ま
ぬ
か
れ
ず
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
が
滅

亡
す
る
と
告
げ
た
の
だ
っ
た
。

　

ダ
ニ
エ
ル
の
予
言
通
り
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
が
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝

ペ
ル
シ
ア
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
後
、
ダ
ニ
エ
ル
は
ペ
ル
シ
ア
へ

と
渡
り
、
一
方
、
捕
囚
の
人
々
は
半
世
紀
以
上
の
時
を
経
て
、

エ
ル
サ
レ
ム
へ
と
帰
還
し
た
が
、
そ
の
半
世
紀
の
間
に
、
エ
ル

サ
レ
ム
に
は
サ
マ
リ
ア
人
を
含
め
た
ほ
か
の
民
族
の
人
々
が
居

住
し
て
い
た
。
彼
ら
と
の
摩
擦
も
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
の
神
を
祀
る

神
殿
の
再
建
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
ま
な
か
っ
た
が
、
な
ん
と
か

紀
元
前
五
一
五
年
に
、「
第
二
神
殿
」
と
し
て
完
成
し
た
。

　

⑦
ヘ
ロ
デ
と
マ
リ
ア
ム
ネ

　
「
第
二
神
殿
」
完
成
後
、
約
四
〇
〇
年
の
歳
月
が
流
れ
る
と
、

エ
ル
サ
レ
ム
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
ユ
ダ
ヤ
は
独
立
し
、
ハ

ス
モ
ン
家
に
よ
る
支
配
に
入
る
。
し
か
し
、
隣
接
す
る
強
国

の
、
シ
リ
ア
や
ロ
ー
マ
に
よ
っ
て
、
翻
弄
さ
れ
続
け
、
紀
元
前

六
十
三
年
に
は
、
ロ
ー
マ
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
占
領
、
ユ
ダ
ヤ
は

ロ
ー
マ
の
属
州
シ
リ
ア
に
編
入
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
有
力
な
政

治
家
と
な
っ
た
の
が
、
ヘ
ロ
デ
大
王
で
あ
る
。
ヘ
ロ
デ
は
、
ユ

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート
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ダ
ヤ
人
で
は
な
く
、
イ
ド
マ
ヤ
人
だ
っ
た
が
、
情
勢
を
見
抜
き
、

う
ま
く
立
ち
回
り
、
ま
た
、
ロ
ー
マ
と
の
強
固
な
関
係
を
築
き
、

ユ
ダ
ヤ
の
王
の
地
位
に
の
ぼ
り
つ
め
た
。
ま
た
、
ハ
ス
モ
ン
家

の
血
を
引
く
マ
リ
ア
ム
ネ
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
な
ど
、
ユ
ダ
ヤ

の
王
と
し
て
の
裏
付
け
も
怠
ら
な
か
っ
た
。

　

マ
リ
ア
ム
ネ
と
の
結
婚
は
、
政
略
結
婚
で
は
あ
る
も
の
の
、

ヘ
ロ
デ
は
彼
女
を
深
く
愛
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
と

の
結
婚
の
た
め
に
、最
初
の
妻
を
手
放
し
さ
え
し
た
。
し
か
し
、

二
人
を
と
り
ま
く
権
力
闘
争
は
凄
ま
じ
く
、
家
族
内
で
も
憎
み

あ
う
よ
う
に
な
る
。
マ
リ
ア
ム
ネ
は
誇
り
高
き
女
性
で
も
あ
っ

た
。
ヘ
ロ
デ
の
母
や
妹
た
ち
は
、
や
が
て
そ
の
よ
う
な
マ
リ
ア

ム
ネ
に
敵
意
を
抱
き
、
ヘ
ロ
デ
に
マ
リ
ア
ム
ネ
と
そ
の
叔
父
と

の
不
義
を
疑
わ
せ
る
よ
う
仕
向
け
た
。
ヘ
ロ
デ
は
、
結
局
、
マ

リ
ア
ム
ネ
の
処
刑
を
命
じ
た
の
だ
っ
た
。
の
ち
に
彼
女
の
殺
害

を
悔
や
み
、
ヘ
ロ
デ
は
一
時
狂
気
に
陥
っ
た
。
そ
の
後
も
、
ヘ

ロ
デ
は
ハ
ス
モ
ン
家
の
人
々
の
粛
清
を
続
け
、
マ
リ
ア
ム
ネ
と

の
間
に
生
ま
れ
た
息
子
た
ち
を
も
殺
害
し
た
。

　

⑧
流
浪
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

　

ヘ
ロ
デ
の
死
後
、
ロ
ー
マ
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
直
接
支
配
に
乗

り
出
し
た
。
紀
元
後
一
世
紀
中
葉
に
は
、
ロ
ー
マ
の
圧
政
に
対

す
る
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
抵
抗
も
激
し
く
な
っ
た
。
洗
礼
者
ヨ
ハ

ネ
の
洗
礼
運
動
や
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
よ
る
活
動
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
、
人
々
か
ら
大
い
に
支
持
さ
れ
た
の
だ
。
つ
い

に
、
紀
元
後
六
十
六
年
、
ユ
ダ
ヤ
と
ロ
ー
マ
は
本
格
的
な
軍
事

衝
突
を
し
、
七
〇
年
に
は
、
ロ
ー
マ
皇
帝
テ
ィ
ト
ゥ
ス
が
エ
ル

サ
レ
ム
を
陥
落
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
第
二
神

殿
は
焼
失
し
、
ユ
ダ
ヤ
は
国
家
と
し
て
の
独
立
を
喪
失
し
た
。

　

そ
の
六
〇
年
後
の
紀
元
後
一
三
五
年
、
二
度
目
の
ユ
ダ
ヤ
に

よ
る
大
規
模
反
乱
は
、
結
果
的
に
ロ
ー
マ
に
よ
っ
て
完
全
に
鎮

圧
さ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
と
ユ
ダ
地
方
か

ら
追
放
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
へ
と
移
っ
た
。

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
バ
イ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
物
語
に
取
材

し
、
バ
イ
ロ
ン
は
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
お
い
て
、
彼
独
自

の
英
雄
像
、
い
わ
ゆ
る
〈
バ
イ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
〉
を
造

形
し
て
い
る
。
バ
イ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
と
は
、
詩
人
バ
イ

ロ
ン
が
、
自
分
の
造
形
す
る
登
場
人
物
た
ち
に
、
自
己
の
投
影

を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
み
手
が
登
場
人
物
を
想
像
す
る
と
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き
に
、
詩
人
バ
イ
ロ
ン
自
身
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う

な
、男
性
の
登
場
人
物
た
ち
を
指
す
。「
謎
め
い
た
過
去
を
持
ち
、

時
に
悪
徳
に
手
を
染
め
る
こ
と
も
あ
り
つ
つ
も
高
潔
さ
を
失
わ

な
い
人
物
像
、
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
、
啓
蒙
主
義
的
理
性
、
機

械
論
的
知
性
な
ど
、
自
身
の
自
我
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
権
威
を
認

め
ず
、
自
身
の
自
我
を
外
部
か
ら
抑
圧
す
る
も
の
に
は
傲
岸
不

遜
の
反
抗
的
な
態
度
を
以
て
す
る
人
物
像
、
ま
た
、
自
分
自
身

に
対
し
て
も
高
度
に
批
評
的
、
内
省
的
な
意
識
を
常
に
保
持
し

て
い
る
、
極
め
て
気
位
の
高
い
人
物
像
の
謂
い
で
あ
る
。」 

 20 

こ
の
特
徴
は
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
描
か
れ
る
男
性
登
場

人
物
た
ち
に
も
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
サ
ウ
ル
や
ソ
ロ
モ

ン
、
ヘ
ロ
デ
は
、
バ
イ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
の
典
型
例
だ
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
物
語
に
由
来
す
る
バ

イ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
は
、
な
ぜ
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

の
各
作
品
で
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

聖
書
の
記
述
に
対
し
て
、
バ
イ
ロ
ン
を
取
り
囲
む
ロ
マ
ン
派

の
詩
人
た
ち
の
間
で
は
、「
聖
書
の
言
語
が
普
遍
的
で
、
新
し

き
エ
ル
サ
レ
ム
（
人
類
の
歴
史
の
模
範
の
詩
的
意
図
）
の
感
情

を
表
現
す
る
の
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
。 

 21 

彼
ら
は
新
古
典
主
義
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
の
美
的
様
式
と
対
等
な
価
値
を
、
聖
書
に
見
出
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、
聖
書
の
内
容
を
歴
史
的
価
値
の
あ
る
も
の
と
み

な
し
た
の
だ
。
バ
イ
ロ
ン
に
限
っ
て
言
え
ば
、古
代
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
に
対
す
る
理
解
も
深
く
、
ロ
マ
ン
派
の
対
立
軸
に
置
か

れ
る
一
八
世
紀
古
典
派
の
詩
も
大
変
好
ん
で
い
た
た
め
、
ど
ち

ら
も
重
要
な
古
典
で
あ
り
、
詩
作
の
源
泉
と
も
思
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
一
七
五
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ウ
ス
の

『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
聖
な
る
詩
に
関
す
る
講
義
』 

 22 

で
は
、
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
の
詩
と
比
較
す
る
形
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
詩
が
読
み

解
か
れ
て
い
る
。

　

バ
イ
ロ
ン
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
は
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
家

系
に
生
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（18）
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20 �

菊
池
有
希
『
近
代
日
本
に
お
け
る
バ
イ
ロ
ン
熱
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五

年
、
九
頁
。

21 �

松
島
正
一
『
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
事
典
』
北
星
堂
書
店
、

一
九
九
五
年
、
三
二
一
頁
。

22 �Low
th, Robert. Lectures on the sacred poetry of the H

ebrew
s. 

Boston: Crocker &
 Brew

ster, 1829.
　

 https://archive.org/details/lecturesonsacred00low
trich
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の
王
た
ち
の
物
語
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
文
学
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
貴
族
と
し
て
の
家
柄
か
ら
身
に
着

け
て
き
た
教
養
で
も
あ
ろ
う
。
後
に
執
筆
す
る
こ
と
に
な
る
劇

詩
『
カ
イ
ン
』
は
、
旧
約
聖
書
の
創
世
記
の
有
名
な
殺
人
物
語

に
取
材
し
つ
つ
、神
に
反
逆
を
企
て
た
〈
英
雄
的
〉
ル
シ
フ
ァ
ー

が
重
要
人
物
と
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
。
ま
た
、『
サ
ル
ダ
ナ
パ

ロ
ス
』
は
ア
ッ
シ
リ
ア
の
崩
壊
を
招
く
伝
説
上
の
王
で
あ
る
。

古
代
の
中
東
地
域
の
歴
史
物
語
に
取
材
す
る
、バ
イ
ロ
ニ
ッ
ク
・

ヒ
ー
ロ
ー
と
性
格
や
特
徴
が
合
致
す
る
人
物
た
ち
を
、
好
ん
で

作
品
に
取
り
入
れ
、
彼
ら
の
反
逆
的
で
退
廃
的
な
様
子
を
、
バ

イ
ロ
ン
は
描
い
た
。『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
は
、
そ
れ
ら
の
先

駆
け
的
作
品
を
含
め
た
作
品
集
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
に
お
け
る
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
翻
訳

　

い
わ
ゆ
る
〈
バ
イ
ロ
ン
詩
集
〉
を
名
乗
る
書
物
は
数
多
く
あ

る
。
し
か
し
、「
美
を
ま
と
い
、そ
の
女ひ

と

は
歩
む
」
を
含
め
、『
ヘ

ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
そ
う
い
っ
た

〈
バ
イ
ロ
ン
詩
集
〉
の
な
か
で
、独
立
し
た
〈
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
〉

と
い
う
章
立
て
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
比
較
的
少
な
く
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
、
ま
っ
た
く
別
な
章
立
て
の
な
か
に
、
バ
ラ
バ
ラ

に
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、刊
行
さ
れ
て
い
る〈
バ

イ
ロ
ン
詩
集
〉
の
ほ
と
ん
ど
が
、
別
の
表
題
で
お
お
ま
か
な
く

く
り
を
設
け
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の

作
品
を
訳
者
・
編
者
が
選
ん
で
訳
出
掲
載
し
て
い
る
の
だ
。

　

今
回
、
私
が
邦
訳
三
十
点 

 23 

を
調
査
し
、
確
認
し
た
限
り

で
は
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
数
を
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今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
も
の
は
以
下
の
書
物
で
あ
る
。「
バ
イ
ロ
ン
」

も
し
く
は
「
ヘ
ブ
ラ
イ
」
の
文
字
が
書
籍
の
表
題
か
副
題
、
ま
た
は
章

名
に
含
ま
れ
、
表
題
に
別
個
の
作
品
名
を
冠
し
て
い
な
い
詩
集
を
調
査

対
象
と
し
た
。
調
査
し
た
書
物
に
は
、
い
ず
れ
も
、
ネ
イ
サ
ン
に
よ
る

楽
譜
は
つ
い
て
い
な
い
。
同
一
作
品
の
同
一
訳
で
あ
っ
て
も
、
一
部
を

除
き
、
版
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
事
柄
が
異
な
る
も
の
は
別
の
書

物
と
し
て
数
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
松
山
敏
の
訳
は
二
種
、
阿
部
知
二

の
訳
は
四
種
、
小
川
和
夫
の
訳
は
三
種
、
別
個
の
も
の
と
し
て
数
え
た
。

以
下
に
、
翻
訳
さ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
数
（
末
尾
の
括
弧
に
入
れ

た
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）
と
あ
わ
せ
て
示
す
。

　

 

① �

児
玉
花
外
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集 

短
編
』
大
学
館
、
一
九
〇
七
年
。（
6
）

　

 

② �

木
村
鷹
太
郎
『
バ
イ
ロ
ン
傑
作
集
』
後
藤
商
店
出
版
部
、
一
九
一
八

年
。（
0
）

　
 

③ �

正
富
汪
洋
『
バ
イ
ロ
ン
シ
エ
リ
イ
二
詩
人
詩
集
』
目
黒
書
店
、

一
九
二
一
年
。（
1
）

　

 
④ �
牛
山
充
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
越
山
堂
、
一
九
二
二
年
。（
0
）

　

 

⑤ �
石
躍
信
夫『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』崇
文
館
書
店
、一
九
二
三
年
。
た
だ
し
、

巧
人
社
（
一
九
三
五
）
版
も
、
内
容
は
同
一
。（
0
）
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三
十
一
と
す
る
と
、
燕
石
猷
に
よ
る
訳
の
二
十
三
作
品
が
最
大

で
あ
り
、
次
に
斎
藤
正
二
に
よ
る
訳
の
十
八
作
品
、
小
川
和
夫

に
よ
る
訳
（
角
川
書
店
版
）
の
十
六
作
品
が
続
き
、
完
訳
は
、

現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
も
、
作
品
に
よ
っ
て
、
翻
訳
数
に
か
な
り
の
偏
り
が
見

ら
れ
る
（
図
３
参
照
）。

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（20）
-75-

　

 

⑥ �

松
山
敏
『
バ
イ
ロ
ン
名
詩
小
曲
集
』
緑
蔭
社
、
一
九
二
六
年
。（
4
）

　

 

⑦ �

松
山
敏
『
バ
イ
ロ
ン
名
詩
選
集
』
聚
英
閣
、
一
九
二
六
年
。（
4
）

　

 

⑧ �

矢
口
達
『
十
大
詩
聖
詩
集
と
其
人
々
』
教
文
社
、
一
九
二
七
年
。（
0
）

　

 

⑨ �

幡
谷
正
雄
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
三
三
年
。
な
お
、
幡

谷
正
雄
に
よ
る
同
じ
訳
は
、
川
野
達
夫
編
『
イ
ギ
リ
ス
詩
集
』（
人

生
社
、
一
九
五
三
年
）
に
も
「
私
は
お
前
の
泣
く
の
を
見
た
」
の
み

収
録
さ
れ
て
い
る
。（
5
）

　

 

⑩ �

熊
田
精
華
（
ほ
か
共
訳
）『
バ
イ
ロ
ン
全
集
』
第
四
巻
、
日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
（
那
須
書
房
）、
一
九
九
五
年
復
刻
（
一
九
三
六
年
）。（
6
）

　

 

⑪ �

片
山
彰
彦
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
京
文
社
書
店
、
一
九
三
九
年
。（
7
）

　

 

⑫ �

宮
本
正
都
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集 

別
離
の
戀
』
文
童
社
、
一
九
四
二
年
。

（
8
）

　

 

⑬ �

阿
部
知
二
（
日
夏
耿
之
介
監
修
、共
訳
）『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』、第
二
巻
、

三
笠
書
房
、
一
九
五
〇
年
。
該
当
す
る
作
品
は
「
抒
情
詩
」
の
章
に

収
録
。（
2
）

　

 

⑭ �

燕
石
猷
（
日
夏
耿
之
介
監
修
、
共
訳
）『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』、
第
二
巻
、

三
笠
書
房
、
一
九
五
〇
年
。
該
当
す
る
作
品
は
「
希
伯
來
振
り
」
の

章
に
収
録
。（
23
）

　

 

⑮ �

上
野
忍
『
バ
イ
ロ
ン 

愛
の
詩
集
』
晃
文
社
、
一
九
五
〇
年
。（
5
）

　

 

⑯ �

阿
部
知
二
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
五
一
年
。（
8
）

　

 

⑰ �

林
典
雄
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
詩
社
、
一
九
五
一
年
。（
7
）

　

 

⑱ �

阿
部
瓊
夫
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
創
人
社
、
一
九
五
二
年
。
ま
た
、
金
園

社
（
一
九
七
五
年
）
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
も
、
内
容
は
同
一
。（
8
）

　

 

⑲ �

日
夏
耿
之
介
『
イ
ギ
リ
ス
抒
情
詩
集
』
河
出
書
房
、
一
九
五
二
年
。

（
0
）

　

 

⑳ �

小
川
和
夫
（
加
納
秀
夫
ほ
か
共
訳
）『
世
界
名
詩
集
大
成
9 

イ
ギ
リ

ス
篇
Ⅰ
』
平
凡
社
、
一
九
五
九
年
。（
15
）

　

 

㉑ �

阿
部
知
二
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
弥
生
書
房
、
一
九
六
三
年
。（
8
）

　

 

㉒ �

三
浦
逸
雄
『
バ
イ
ロ
ン
新
詩
集
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
六
六
年
。（
8
）

　

 

㉓ �

斎
藤
正
二『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』角
川
書
店
、一
九
六
七
年
。
た
だ
し
、「
音

楽
に
寄
せ
て
」
の
み
、「
ヘ
ブ
ラ
イ
調
」
と
は
別
の
章
に
収
録
。（
18
）

　

 

㉔ �

阿
部
知
二
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
六
八
年
。
な
お
、
小
沢

書
店
（
一
九
九
六
年
）
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
も
、
内
容
は
同
一
。（
6
）

　

 

㉕ �

吉
田
新
一
『
バ
イ
ロ
ン
珠
玉
詩
集
』
三
笠
書
房
、
一
九
六
九
年
。（
7
）

　

 

㉖ �

宮
崎
孝
一
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
旺
文
社
、
一
九
六
九
年
。（
5
）

　

 

㉗ �

小
川
和
夫『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』角
川
書
店
、一
九
六
九
年
。
た
だ
し
、「
曲

を
附
す
る
た
め
の
作
詞
（
君
の
魂
の
安
ら
う
と
こ
ろ
）」
の
み
、「『
ヘ

ブ
ラ
イ
調
』
よ
り
」
の
章
と
は
別
の
章
に
収
録
。（
16
）

　
 

㉘ �

小
川
和
夫
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
白
凰
社
、
一
九
七
五
／
一
九
九
八
年
。

た
だ
し
、「
曲
を
附
す
る
た
め
の
作
詞
」
の
み
、「
ヘ
ブ
ラ
イ
調
」
と

は
別
の
章
に
収
録
。（
14
）

　

 
㉙ �
加
納
秀
夫
（
安
藤
一
郎
ほ
か
編
共
訳
）『
世
界
文
学
全
集103 

世
界

詩
集
』
講
談
社
、
一
九
八
一
年
。（
6
）

　

 

㉚ �

笠
原
順
路
『
対
訳 

バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。
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東
中
稜
代
は
、
そ
の
論
文
の
な
か
で
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』

の
作
品
を
、三
つ
の
テ
ー
マ
、つ
ま
り
「
魂
の
行
方
」、「
政
治
」、

「
愛
」
に
分
類
す
る
。
さ
ら
に
、「
全
体
を
読
ん
で
み
る
と
、
ユ

ダ
ヤ
の
歴
史
や
聖
書
に
全
く
関
係
の
な
い
も
の
が
三
分
の
一
近

く
」
あ
り
、
愛
の
詩
も
多
い
と
指
摘
す
る
。 

 24 

日
本
語
に
よ
る

翻
訳
で
、
最
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
美
を
ま
と
い
、

そ
の
女
ひ
と
は
歩
む
」、「
わ
た
し
は
お
ま
え
が
泣
く
の
を
見
た

よ
」、「
あ
あ
、
花
の
さ
か
り
に
死
ん
だ
ひ
と
よ
」
と
い
っ
た
作

品
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
、
参
照
し
た
〈
バ
イ
ロ
ン
詩
集
〉
の

な
か
で
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

東
中
に
よ
る
分
類
の
う
ち
、「
愛
」の
テ
ー
マ
に
属
す
る
も
の
が
、

日
本
で
は
人
気
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

逆
に
、
ほ
と
ん
ど
訳
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
作
品
は
、「
サ

ウ
ル
」
や
「
私
の
信
仰
が
偽
り
な
ら
」、「
テ
ィ
ト
ゥ
ス
が
エ
ル

サ
レ
ム
を
破
壊
し
た
日
に
」
な
ど
、
主
に
聖
書
や
ユ
ダ
ヤ
の
歴

史
の
知
識
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
。
日
本
で
は
な
か
な

か
な
じ
み
の
な
い
主
題
だ
け
に
、
敬
遠
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。

　

ま
た
、
同
じ
〈
離
散
し
た
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
悲
嘆
〉
を
主
題

に
据
え
た
作
品
で
あ
っ
て
も
、
翻
訳
の
数
に
ち
が
い
が
あ
る
こ

と
は
興
味
深
い
。「
野
の
か
も
し
か
」、「
あ
あ
、
泣
い
て
く
れ
」、

「
バ
ビ
ロ
ン
の
水
辺
に
座
っ
て
」
の
三
作
品
は
、
比
較
的
翻
訳

が
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
共
通
事
項
は
、
い
ず
れ
も
、

土
地
を
追
わ
れ
て
離
散
し
、
さ
ま
よ
う
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
破
壊
さ

れ
て
帰
還
が
困
難
と
な
っ
た
故
郷
を
い
と
お
し
む
〈
な
げ
き
の

歌
〉
で
あ
り
、
神
へ
の
呼
び
か
け
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
土

地
を
示
す
固
有
名
詞
を
除
け
ば
、
内
容
を
理
解
す
る
上
で
必
要

な
知
識
は
問
わ
れ
な
い
。

　

一
方
、「
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
岸
辺
で
は
」、「
私
の
信
仰
が
偽
り

な
ら
」、「
テ
ィ
ト
ゥ
ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
破
壊
し
た
日
に
」
の

三
点
は
、主
題
は
〈
離
散
し
た
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
悲
嘆
〉
だ
が
、

い
ず
れ
も
、
神
に
対
す
る
強
い
結
び
付
き
を
示
す
事
柄
が
語
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
翻
訳
を
目
に
す
る
こ
と
は
比
較
的
少
な

い
。「
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
岸
辺
で
は
」
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
神
と
対

立
す
る
バ
ー
ル
神
に
祈
り
を
捧
げ
る
異
教
徒
の
様
子
、
彼
ら
に

よ
る
涜
聖
、
ユ
ダ
ヤ
の
神
に
よ
る
業
と
神
へ
の
呼
び
か
け
が
見

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（22）
-73-

24 �

東
中
、
一
一
九
頁
。
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ら
れ
る
。「
私
の
信
仰
が
偽
り
な
ら
」
で
は
、
自
分
の
信
仰
す

る
神
の
思
し
召
し
（
神
が
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
）
に
よ
っ

て
、
自
ら
の
土
地
を
手
放
す
こ
と
に
な
っ
た
人
物
が
語
り
手
で

あ
り
、
神
と
（
二
人
称
で
表
現
さ
れ
る
）
敵
と
（
一
人
称
の
）

自
分
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
考
え
方
を
知
っ

て
い
な
い
と
、な
か
な
か
読
み
取
り
に
苦
労
す
る
。「
テ
ィ
ト
ゥ

ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
を
破
壊
し
た
日
に
」
で
は
、
紀
元
七
十
年
に

エ
ル
サ
レ
ム
で
起
き
た
ロ
ー
マ
人
に
よ
る
神
殿
と
町
の
破
壊
と

い
う
歴
史
的
事
項
に
基
づ
き
、神
へ
の
呼
び
か
け
が
示
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
、

も
し
く
は
彼
ら
の
文
化
や
習
慣
に
対
す
る
理
解
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
端
的
に
言
う
と
、
歴
史
的
に
、
そ

の
よ
う
な
理
解
は
ほ
ぼ
皆
無
に
近
い
。
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
携
わ

る
経
済
に
関
わ
る
視
点
の
み
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
状
況
に
お
い
て
、
彼
ら
に
対
す
る

態
度
の
寛
容
性
の
度
合
い
が
変
化
す
る
。
そ
こ
に
一
貫
性
は
見

ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
旧
約
聖
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
数
々
の
歴
史
的
物
語

に
対
し
て
は
、
西
欧
諸
国
と
の
思
想
的
交
流
に
お
い
て
は
、
主

に
キ
リ
ス
ト
教
（
と
く
に
カ
ト
リ
ッ
ク
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教
的
な
理
解
に
と
ど
ま

り
、
ユ
ダ
ヤ
的
な
旧
約
聖
書
の
理
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
の
邦
訳
を
掲
載
し
て
い
る
書

籍
に
は
ど
れ
も
、
ネ
イ
サ
ン
に
よ
る
楽
譜
が
添
え
ら
れ
て
い
な

い
。
読
者
は
、
バ
イ
ロ
ン
が
『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
に
描
い
た

古
代
ユ
ダ
ヤ
の
世
界
観
を
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
に
な
っ
た
作
品

か
ら
読
み
取
る
必
要
が
あ
る
。
バ
イ
ロ
ン
に
よ
る
作
品
が
、
直

接
旧
約
聖
書
と
関
係
が
な
い
も
の
で
も
、
ネ
イ
サ
ン
に
よ
る
音

楽
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
〈
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
〉
と
し
て
認
識
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
付
さ
れ
た
音
楽
を
剥
離

し
て
し
ま
う
と
、
単
純
に
〈
ヘ
ブ
ラ
イ
〉
と
は
言
え
な
い
、
曖

昧
な
態
度
の
バ
イ
ロ
ン
の
詩
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
う
。

　

日
本
に
お
け
る
翻
訳
は
、
詩
そ
の
も
の
の
主
題
が
た
し
か
に

〈
ヘ
ブ
ラ
イ
〉
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
作

品
を
吟
味
し
、
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
。〈
ユ
ダ
ヤ
〉
に
対

す
る
理
解
が
希
薄
な
風
土
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
邦
訳
で
扱
わ
れ

る
作
品
は
限
定
的
で
、
旧
約
聖
書
と
の
関
連
の
希
薄
な
も
の
が

選
ば
れ
る
。
思
想
・
宗
教
の
前
提
が
異
な
る
と
、
取
り
上
げ
ら

れ
る
作
品
が
変
わ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
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日
本
で
は
、
明
治
以
降
、
訳
者
・
編
者
に
よ
っ
て
、『
ヘ
ブ

ラ
イ
の
う
た
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
解
体
、
選
別
さ
れ
、

訳
者
・
編
者
の
〈
バ
イ
ロ
ン
像
〉
に
合
致
し
た
作
品
だ
け
が
、〈
バ

イ
ロ
ン
詩
集
〉
と
銘
打
つ
書
物
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
と
し
て
、
一
冊
の
集
合
体
と

し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
そ
う
な
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
極
東
の
島
国
で
は
、
音
楽
を
附
し
た
ネ
イ
サ
ン

の
、
出
版
の
意
図
か
ら
は
遠
く
離
れ
て
、
ま
っ
た
く
別
な
理
解

が
成
り
立
っ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
。
バ
イ
ロ
ン
の
没
後
二
百

年
を
前
に
、『
ヘ
ブ
ラ
イ
の
う
た
』
全
体
が
表
現
す
る
普
遍
性

を
、
改
め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
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lso including: 

Ralph Lloyd-Jones, “Byron and the Jew
s: T

he Jew
ish 

Byron?,” 228-242.
Low

th, Robert. Lectures on the sacred poetry of the H
ebrew

s. 
Boston: Crocker &

 Brew
ster; N

ew
 Y

ork: J. Leavitt, 1829. 
　
　

https://archive.org/details/lecturesonsacred00low
trich

Spector, Sheila A
. Byron and the Jew

s. D
etroit: W

ayne State 
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U
niversity Press, 2010.

―
―. R

om
anticism

/ Judaica: A
 Convergence of Culture. Surrey: 

A
shgate, 2011. A

lso including: T
oby R. Benis, “Byron’s 

H
ebrew

 M
elodies and the M

usical N
ation,” 31-44.

〈
英
文
書
籍
・
雑
誌
等
所
収
論
文
〉

M
ole, T

om
. “T

he handling of H
ebrew

 M
elodies.” B

yron: 
H

eritage and Legacy. ed. Cheryl A
. W

ilson. N
ew

 Y
ork: 

Palgrave M
acm

illan, 2008, 101-113.
H

einzelm
an, K

urt. “Politics, M
em

ory, and the Lyric: 
Collaboration as Style in Byron’s “H

ebrew
 M

elodies”.” 
Studies in R

om
anticism

, vol.27, no.4, T
he Johns H

opkins 
U

niversity Press, W
inter 1988, 515-527. 

　
　

https://w
w

w
.jstor.org/stable/25600743

［
日
本
語
資
料
］

〈
バ
イ
ロ
ン
作
品
翻
訳
書
〉

阿
部
瓊
夫
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
創
人
社
、
一
九
五
二
年
。

―
―
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
金
園
社
、
一
九
七
五
年
。

阿
部
知
二
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
五
一
年
。

―
―
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
弥
生
書
房
、
一
九
六
三
年
。

―
―
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
六
八
年
。

―
―
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
小
沢
書
店
、
一
九
九
六
年
。

安
藤
一
郎
ほ
か
編
共
訳
『
世
界
文
学
全
集103

世
界
詩
集
』
講
談
社
、

一
九
八
一
年
。

石
躍
信
夫
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
崇
文
館
書
店
、
一
九
二
三
年
。

―
―
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
巧
人
社
、
一
九
三
五
年
。

上
野
忍
『
バ
イ
ロ
ン 

愛
の
詩
集
』
晃
文
社
、
一
九
五
〇
年
。

牛
山
充
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
越
山
堂
、
一
九
二
二
年
。

小
川
和
夫
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
。

―
―
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
白
凰
社
、
一
九
七
五
年
。

―
―
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』
上
巻
、
冨
山
房
、
一
九
九
三
年
。

笠
原
順
路
編
訳
『
対
訳
バ
イ
ロ
ン
詩
集 

イ
ギ
リ
ス
詩
人
選
（
8
）』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
九
年
。

片
山
彰
彦
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
京
文
社
書
店
、
一
九
三
九
年
。

加
納
秀
夫
ほ
か
共
訳
『
世
界
名
詩
集
大
成
9 

イ
ギ
リ
ス
篇
Ⅰ
』
平
凡
社
、

一
九
五
九
年
。

川
野
達
夫
編
『
イ
ギ
リ
ス
詩
集
』
人
生
社
、
一
九
五
三
年
。

木
村
鷹
太
郎
『
バ
イ
ロ
ン
傑
作
集
』
後
藤
商
店
出
版
部
、
一
九
一
八
年
。

熊
田
精
華
（
ほ
か
共
訳
）『
バ
イ
ロ
ン
全
集
』
第
四
巻
、日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

（
那
須
書
房
）、
一
九
九
五
年
復
刻
（
一
九
三
六
年
）。

児
玉
花
外
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集 

短
編
』
大
学
館
、
一
九
〇
七
年
。

斎
藤
正
二
編
訳
『
世
界
の
詩
集
4 

バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
角
川
書
店
、

一
九
六
七
年
。

幡
谷
正
雄
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
三
三
年
。

林
典
雄
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
新
詩
社
、
一
九
五
一
年
。

東
中
稜
代
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』
上
下
巻
、
音
羽
書
房
鶴
見
書
店
、

二
〇
二
一
年
。

日
夏
耿
之
介
監
修
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
第
二
巻
、三
笠
書
房
、一
九
五
〇
年
。

―
―
『
イ
ギ
リ
ス
抒
情
詩
集
』
河
出
書
房
、
一
九
五
二
年
。

正
富
汪
洋
『
バ
イ
ロ
ン
シ
エ
リ
イ
二
詩
人
詩
集
』
目
黒
書
店
、一
九
二
一
年
。

松
山
敏
『
バ
イ
ロ
ン
名
詩
小
曲
集
』
緑
蔭
社
、
一
九
二
六
年
。
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―
―
『
バ
イ
ロ
ン
名
詩
選
集
』
聚
英
閣
、
一
九
二
六
年
。

三
浦
逸
雄
『
バ
イ
ロ
ン
新
詩
集
』
日
本
文
芸
社
、
一
九
六
六
年
。

宮
崎
孝
一
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集
』
旺
文
社
、
一
九
六
九
年
。

宮
本
正
都
『
バ
イ
ロ
ン
詩
集 

別
離
の
戀
』
文
童
社
、
一
九
四
二
年
。

矢
口
達
『
十
大
詩
聖
詩
集
と
其
人
々
』
教
文
社
、
一
九
二
七
年
。

吉
田
新
一
『
バ
イ
ロ
ン
珠
玉
詩
集
』
三
笠
書
房
、
一
九
六
九
年
。

〈
単
行
本
（
日
本
語
原
書
）〉

市
川
裕
編
『
図
説 

ユ
ダ
ヤ
教
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
。

菊
池
有
希
『
近
代
日
本
に
お
け
る
バ
イ
ロ
ン
熱
』
勉
誠
出
版
、二
〇
一
五
年
。

鈴
木
範
久
監
修
、
月
本
昭
男
、
佐
藤
研
編
『
聖
書
と
日
本
人
』
大
明
堂
、

二
〇
〇
〇
年
。

松
島
正
一
『
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
事
典
』
北
星
堂
書
店
、一
九
九
五
年
。

水
地
宗
明
監
修
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
協
会
編
『
ネ
オ
プ
ラ
ト
ニ
カ
―
―
新

プ
ラ
ト
ン
主
義
の
影
響
史
』
昭
和
堂
、
一
九
九
八
年
。

水
地
宗
明
ほ
か
編
『
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想

社
、
二
〇
一
四
年
。

度
会
好
一
『
ユ
ダ
ヤ
人
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。

〈
単
行
本
（
翻
訳
書
）〉

新
共
同
訳
『
バ
イ
ブ
ル
・
プ
ラ
ス 

聖
書
』
日
本
聖
書
協
会
、
二
〇
〇
九
年
。

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
『
牧
歌
／
農
耕
詩
』
小
川
正
廣
訳
、
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
二
〇
〇
四
年
。

ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
『
ユ
ダ
ヤ
教
の
考
え
方 

そ
の
宗
教
観
と
世
界
観
』
手
島

勲
矢
監
修
、
山
岡
万
里
子
訳
、
ミ
ル
ト
ス
、
一
九
九
八
年
。

ヨ
セ
フ
ス
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
1
』
新
見
宏
訳
、
山
本
書
店
、
一
九
七
五
年
。

ヨ
セ
フ
ス
『
ユ
ダ
ヤ
古
代
誌

XIV
―
XV
』
秦
剛
平
訳
、
山
本
書
店
、
一
九
八
〇 

年
。

〈
雑
誌
論
文
〉

東
中
稜
代「
バ
イ
ロ
ン
の H

ebrew
 M

elodies 

に
お
け
る ‘am

bivalence’ 

に
つ
い
て
」、「
龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
二
十
二
集
、

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
編
、
一
九
八
三
年
、
一
一
四
―
一
二
八
頁
。

〈
ウ
ェ
ブ
資
料
〉

Cochran, Peter. H
ebrew

 M
elodies, Peter Cochran’s W

ebsite, 
W

ordPress.com
, 26 M

ar. 2006, https://petercochran.files.
w

ordpress.com
/2009/03/hebrew

_m
elodies.pdf

バイロン『ヘブライのうた』に関する研究ノート

（26）
-69-

p69-94_藤井先生（研究ノート）_4ko.indd   26p69-94_藤井先生（研究ノート）_4ko.indd   26 2023/02/13   11:362023/02/13   11:36


